
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
日
ご
ろ
の
訓
練
が
大
切
で
す

大
地
震
が
発
生
し
た
ら
ど
う
す
る
？

日
ご
ろ
か
ら
身
近
な
安
全
対
策
の
確
認
を

家
屋
等
の
安
全
対
策
は

万
全
で
す
か

木

造
家
屋

は
、
手

入
れ
を
し

な
い
と
約
三
十
年
で
老
朽
化
す
る

震災直後の神戸市内

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
柱
・
土
台

や
屋
根
瓦
な
ど
を
点
検
し
、
必
要

な
部
分
は
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
石
塀
が

倒
壊
し
な
い
よ
う
に
、
早
め
に
専

門
家
の
点
検
を
受
け
、
必
要
が
あ

れ
ば
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

家

具
類

は

き
ち

ん

と

固

定

し

ま

し

ょ

う

地

震
時
に
、
室

内
に
あ
る
本
棚
・

た

ん

す

・
冷

蔵

庫

な

ど

が
倒

れ
、

け

が
を
し

た
事

例

が
た
く

さ
ん

あ

り
ま

す

。
次

の
よ
う

な
家
具

等

の

転
倒

防
止

策
を
図

り
ま

し

ょ
う

。

○

寝
室
、

子
ど

も
部
屋

、
お

年
寄

り

の
部

屋
、
居

間

な
ど
家

族

の

集

ま

る
部
屋

に
は

、
倒

れ
や
す

い
家
具

を
置

か
な

い

○

家
具

は
、
柱

や

壁
を
背

に
し

て
、

倒

れ
な

い
よ
う

に

固
定
す

る

○

家
具

の
上
に

、
落
下

し

や
す

い

物

や
重

い
物

は
置

か
な

い

○

洋
服
だ

ん
す

な
ど
両

開

き
の
戸

に

は
止

め
金

を
付

け
、
地

震

の

揺

れ
で

も
開

か
な

い
よ
う

に
す

る

○
食
器
棚
の
中
は
、
大
き
く
て
重

い
物

は
下

の
方
へ
置

く

○

つ

り
下

げ
式

の

照
明

器
具

は
、

落
下

し

な

い
よ
う

に
補
強

す

る

せ
ん
。
普
段
か
ら
地
域
や
職
場
な

ど
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に
積
極

的
に
参

加
し
、
初
期
消
火
・
避
難

方
法
な
ど
非
常
時
の
防
災
行
動
力

と
知
識
を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し

す
べ
て
の
地
域
で

自
主
防
災
組
織
を

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地

元
の
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な

り
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火

活
動
や
け
が
人
の
搬
送
な
ど
、
自

主
的
な
防
災
活
動
が
あ
ち
こ
ち
で

行
わ
れ
、
被
害
の
軽
減
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。
ガ
レ
キ
な
ど
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
た
ち
の
約
六

割
を
「
隣
近
所
の
人
」
が
救
出
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
に
よ
る
火
災

が
多
発
し
、

至

る
所
で
家
屋

や
ビ
ル

が
倒
壊
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
は
、
防
災
機
関
に
消
火
や

救
助
活
動
の
す
べ
て
を
期
待
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個

人
の
力
で
も
手
に
負
え
な
い
状
況

下
で
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
の
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た

の
が
自
主
防
災
組
織
で
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
町

会

（
自
治
会
）
を
中
心
と
し
た
、

組
織
的
に
活
動
で
き
る
体
制
づ
く

り

が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
防

災
意
識
を
持
ち
、
緊
急
時
に
助
け

合
え

る
自

主
防
災
組
織

の
結
成

を
、
町
会
（
自
治
会
）
ご
と
に
進

め
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
ま
す

。
現

在
の
組
織

率
は
六

八
％
で
す
。
自
主
防
災
組
織
の
結

成
を
お
考
え
の
方
は
、
防
災
対
策

室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

防
災
訓
練

に
参
加
し
ま
し

ょ
う

例
え
ば
、
火
災
が
発
生
し
た
と

き
に
消
火
器
の
使
い
方
が
分
か
ら

な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま

非常持ち出し品の準備を

※上の図を参考に各家庭に合ったものを用意し、すぐ

に持ち出せるよう 、ひとまとめにしておきましょう。

非常食は家族全員の３日分の食料を目安に

１

月
1
7日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

１

月
1
5日
～
2
1日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

平
成
７

年
１
月
1
7日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地

域
住
民
の
自
主
的
な
防
災
活
動
が

被
災
地
の
あ
ち
こ

ち
で
行
わ
れ
、

何
人
も
の
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た

、
全
国
か
ら
駆
け
付
け
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
迅
速
か
つ
的
確
に

活
動
を
行
い
、
多
く
の
被
災
者
を

励
ま
す
姿
は
私
た
ち
の
目
に
強
く

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

こ
の
震
災
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し

て
活

躍
し

た

国
民
の

熱

意
を

尊

重
し

、
防
災

意

識
の

普
及

啓
発
の

た

め
に

、「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の

日
」

と

「
防

災
と

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア

週

間
」
の

創

設
が
閣

議

決
定

さ

れ
ま
し
た
。

１

月
1
7日
は
、
阪
神

・
淡
路
大
震

災

を
思
い
起
こ

し
、
家
族
そ
ろ
っ
て

防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い

、
身
近
な

安
令
対

策
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

乾パンを食べてみませんか

市では、１月1ワ日の「防災とボランテ

ィアの日」にちなみ、災害時の非常食と

して長期保存が可能な乾パンの試食コー

ナーを設置します。

また、非常食料品や各種防災用品を展

示しますので、市役所にご来庁の際は、

ぜひお立ち寄り＜ださい。

日時…１月1ワ日銜

午前９時～午後４時

会場…市役所１階本館新館連絡通路

※なお 、当日の午前中は市職員が避難誘

導訓練・応急救護訓練・初期消火訓練

を行うため、市役所駐車場の一部が使

用できなくなります。ご了承＜ださい。

6, 300人を超える犠牲者と甚大な被害をもた

らした阪神・淡路大震災の発生から２年。この

地震は、私たちに改めていつ起こるか分からな

い地震の恐ろしさを教え、防災について今一度

考える機会と教訓を与えました。

地震が起きたとき、被害を最小限に食い止め

るためには、一人ひとりが慌てずに適切な行動

をすることが何よりも大切です。

いつ、どこで起きても不思議ではない地震に

備え、防災について家庭や地域で話し合い、日

ごろから地震に対する正しい心構えを身に付け

ておきましょう。

囿防災対策室

忘れないで…

阪神・淡路大震災！
わ
が
家
の
防
災
会
議
を

開
き
ま
し
ょ
う

い
ざ
と
い
う
と
き
、
家
族
が
一

致
協
力
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
、

普
段
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
中
で
一
番
安
全
な
場
所
は

ど
こ
か

○

家
の
周
り
に
危
険
な
場
所
は
な

い
か

○
避
難
場
所
、
避
難
路
は
ど
こ
か

○
救
急
医
薬
品
や
火
気
な
ど
の
点

検
は
だ
れ
が
す
る
か

○

非
常
持
ち
出
し
品
は
ど
こ
に
置

き
、
避
難
す
る
と
き
、
だ
れ
が

何
を
持
ち
出
す
か

ま
た
、
勤
務
先

や
学
校
な
ど
、

家
族
が
ば
ら

ば
ら
に
な
っ
て
い
る

と
き
に
大
地
震
が
発
生
し
た
と
き

の
こ
と
も
考
え
て
、
確
実
に
連
絡

し
合
え

る
方
法
や
最
終
的
に
落
ち

会
う
場
所
な
ど
も
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。



好天のもと、１月７日、消防訓練セ

ンターで消防出初式が行われました。

はしご乗りなどの伝統行事のほか各

種の訓練が行われ、本格的な火災シ

ーズンの到来に備えていました。

好
天
に
恵
ま
れ
た
消
防
出
初
式

小金南中学校" ‾

全 国 中 学 校 駅 伝 で 健 闘

力
走
す
る
小
金
南
中
の
生
徒
（
中
央
後
方
）

熊本県熊本市で12 月26 日行われた全国中学

校駅伝大会に、小金南中学校が出場しました。

当日、発熱のため欠場した選手も出ましたが、

初出場にもかかわらず19位と健闘しました。

氏
　
費
用
千
円
（
要
予
約
）

※
託
児
あ
り

こ

歳
以
上
。
千
円
）

固

絵
本
の
会

こ
二
浦
容
０
４
７
１
・

6
4・
2
0
7
1

番
（
夜
間
は

昔
3
6
0
・
7

5
0
6
番
）

リ

ズ
ミ

ッ

ク

カ
ン

フ

ー
新

松

戸

ク
ラ

ブ

講

習

会

１
月
2
5日
出
、
２
月
１
日
出
の
各

午
後
３
時
～
４
時
3
0分
　
会
場
青
少

年
会
館
　
対
象
小
学
生
以
上
（
親
子

も
可

）
　
費
用
無
料

麭
リ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ
ー
新
松
戸
・

土
田

登
3
4
6
・
6
5
1
9

番

初詣客の目を楽しませる

獅子舞 （本土寺）

元日の本土寺では、最近、目にすることが少な
くなった獅子舞を見ることができます。

地元の平賀お囃子(はやし)保存会の皆さんが郷
土芸能を伝えるために行っているもので、30年ほ
ど前から平賀町会の各家庭を回り、家内安全を祈

願しています。
子どもたちの健やかな成長を願い頭をかむまね

もしますが、中には泣き出してしまう子も。正月
らしい雰囲気に包まれたひとときでした。

冬休み中、江戸川の土手はタコ上げをす

る子どもたちで大にぎわい。強い風に乗り、

タコは空高く舞い上がります。

健

康

懇

談

会

「

花

粉

症

と

ア

レ

ル

ギ

ー
疾

患
」

１
月
2
1日
火
午
後
７
時
～
９
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
講
師

医
学
博
士
・
里
見
信
子
氏
ほ
か
　
定

員
先
着
五
十
人
　

費
用
無
料

固

愛
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

登
3
4
8
・
4
8

1
7
番

フ

ォ

ト

ク

ラ

ブ
写

楽

写

真

展

１
月
2
2日
水
～
2
7日
丱
、
午
前
1
0

時
～
午
後
６
時
（

最
終
日

は
午
後
４

時
ま
で

）
　
会
場

ギ
ャ
ラ
リ

ー
ウ
ィ

ン
ス
（

新
松
戸
駅
徒
歩
七
分

）

費
用

入
場
無
料

親
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
楽
事
務
局
（

リ

オ
写
真
ス

タ
ジ
オ
内
）
登
3
4
1
・
6
3

5
2
番

和

久

洋
三
講

演

会
「
童

具

・

あ
そ

ぶ

心

」

２
月
1
5日
出
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館
　

講
師

お
も
ち
ゃ

デ
ザ
イ
ナ

ー
・
和
久
洋
三

あなたの声 からはじ まる道づ くり

建設省では、皆さんの意見を取り入れ

ながら、平成10 年 から始まる新しい道路

計画をつくるための検討を進めています。

昨年の5 月末から7 月末にかけて、全国の

約35,000 人の方から11 万件 を超える｢ み

ち｣ に対するご意見が寄せられました。

多くのご意見をお寄せいただき、ありが

とうございました。いただいたご意見は

｢21 世紀 のみちを考える委員会｣ が分析･

検 討して｢ ボイス・レポート｣に とりまと

め、新たな道路計画づくりに向けた議論

のベースとして活用していきます。

[固建設省関東地方建設局千葉国道工事事

務所公043-287-0314 番、千葉県土木部

道路計画課計画班Q043-223-3295 番

トレーニング機器操作講習会

１月25日出午後1時30分～3時30分　会

場青少年会館樋野口分館　対象15歳以上

の人（30歳未満の人を優先） 定員先着20

人　持ち物運動着・上履き　費用無料

圉電話で青少年会館S344-8556 番へ

タ
コ
上
げ
は
楽
し
い
な
！

身近な情報をお寄せください。

初荷でにぎわう

初荷の飾りシイタケのセリ

１月５日旧)、 市民の台所を預 かる公

設地方卸売市場の北部市場で初 セリ

が行われました。

以前は、宝船を型どって飾り立て

られたネギなどの初荷もありました

が、最近は姿を消 し気味 とか。それ

でも、鉢植えの梅などで飾 られた縁

起物の飾りシイタケが、早速セリに

掛けられていました。

問北部市場S341-6161 番

松 戸 市書道展

２月18 日脚～3 月２日(日)、午前10 時 ～午

後6 時〔2 月24 日(月)を除く。最終日は午後

4時 まで〕 会場文化ホール　 部門漢字・

かな・近代詩文・てん刻・刻字・その他

費用無料

鵄社会教育課市民文化係S366-7462 番

中 小企 業経 営者講習会

１月27 日（月）午後2 時 から　 会場松戸商

工会館　 テーマ「人の心を動かす／商売

繁盛の人間学」　 講師日本ヒューマン経

営研究社代表・大塚徹氏　対象市内中小

企業者　定員先着100 人　費用無料

圃電話またはファクスで、松戸商工会議

所S364-3111 番、121365―0150 番 へ

労災職業病なんでも相談会

１月25日汢)午後1時～4時　会場成田市

中央公民館　相談者弁護士・社会保険労

務士など　費用無料(予約不要)

題成田市役所商工観光課00476 ―22―48

83番

青少年スキー交歓会

2月22日出・23日(日)〔1泊2日〕会場坂

戸スキー場(新潟県六日町) 対象市内在

住の小学4年生から中学生(初心者可) 定

員先着40人　費用10,000円(用具代含む)

惠1月31日臘)までに、電話で松戸東ライ

オンズクラブ登384-8280 番(月～金曜日

の午前11時～午後4時)へ

三歳児健康診査

対象平成5年9月生まれの幼児　健診日

１月21日(火〉・28日(火) 会場松戸保健所

※該当者には通知を送りましたが、届か

ない場合はハガキに住所･電話番号･幼

児氏名･幼児生年月日･保護者氏名･転

入年月日を記入して、〒271 松戸市小

根本7松戸保健所指導課(S361-2121

番)へ

教育委員会会議を開催

１月16 日(木)午後2 時から　会場教育委員

会5 階会議室　 議案お問い合わせください

昌教育委員会企画調整室S366-7455 番

木造住宅の耐震診断・補強方法の相

談会

2月19日(水)午前10時～午後4時 会場六

実市民センター　内容自宅の健康診断

(耐震診断)　 持ち物自宅の平面図等(間

取り図) 費用無料

奈当日相談のある人は、事前に連絡を。

次回開催は小金・新松戸地区を予定。

眉建築指導課建築指導係

酒の悩みごと相談・家族教室

１月23日團午後2時～4時　会場松戸保

健所　内容アルコール依存症やその恐れ

のある人、家族を対象に専門医師と精神

保健福祉相談員による相談･ 費用無料

※断酒会等で酒をやめている人は参加で

きません。

圃電話で、松戸保健所予防課酋361 -2121

番へ

道路は正しく使いまし ょう

[固道路課

鳶
（
と
び
）
の
人
た
ち
に
よ
つ
て
妙
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

黄金・馬橋・
新松戸支所版

北部市場

催
　
し
　
物



松戸にも

牧場があります

五

香

体

操

ク
ラ

ブ

毎
週
金
曜
日
午
前
1
0時
～
Ｈ
時
3
0

分
　
会
場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対

象
女
性
　
費
用
月
子
五
百
円

（
入
会

金
千
円
）

夏

堤

登
3
8
5
・
3
5
4
1

番

常

盤

平

ペ

ン

習

字

ク

ラ

ブ

月
三
回
水
曜
日
午
後
１
時
～
４

時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

費
用
月
二
千
三
百
円
（
入
会
金
二
千

円
）
麭
手
塚

音
3
8
6
・
0
3
9
2

番

す

み

れ

会

３

Ｂ

体

操

毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
　
会
場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

対
象
女
性
　
費
用
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
二
千
五
百
円
）

固

菅
昔
3
8
4
・
3
8
0
5

番

松

飛

台

社

交

ダ

ン

ス

研

究

会

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場
常
盤
平
体
育
館
　
費
用
月
三
千

円
（
入
会
金
千
円
）

固

浅
原

音
3
8
8
・
1
9
2
1

番

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

初

心

者

講

習

会

１
月
2
4
日

糜
・
3
1日

糜
（
全

二
回

）
、

午

前

Ｈ
時
1
5
分

～
午

後

Ｏ
時
4
5
分

会

場
常

盤
平

体

育
館
　

内

容

ス
ト

レ

ッ
チ

中
心

の
健

康
体

操
　

費

用
五

百

円甫

嵬
話

ま
た

は
当

日

会
場

で

固

リ

ズ
ミ

ッ
ク

カ

ン
フ

ー
常

盤
平

ク

ラ

ブ

・
堀

昔
3
4
2・
1
2
6
1

番

催
　
し
　

物

ニ

ュ

ー
五

香

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

会
場
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
初

級
・
中
級
社
交
ダ
ン
ス
　
費
用
月
三

千
円
（
入
会
金
千
円
）

覬
桑
原

音
3
4
7
・
7
0
3
0

番

健

康

体

操

自

彊

術

毎
週
木
曜
日
午
前
1
0時
～
Ｈ
時
3
0

分
　

会
場
小
金
原
五
丁
目
会
館
　
内

容
腰
痛

二
屑
こ
り
な
ど
の
体
育
療
法

費
用
月
二
千
円
（
年
会

費
三
千
円
・
入

会
金
な
し
）

覬
藤
川

音
3
4
3
・
4
7
4
3

番

サ
　
ー
　
ク
　
ル

ソ

フ

ト

バ

レ

ー
ボ

ー
ル

教

室

１
月
1
9日
襾
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
体
育
館

費
用
無
料

崋
当
日
会
場
で

群
休
育
指
庭
萎

員

よ
（
戸

音
3
8
9
・
8

4
1
5
番

ラ
Ｌ

ン
ボ

ー
ル
卓

球
・
卓
球

教

室

１
月
1
9日
㈲
午
前
９
時
～
午
後
０

時
3
0分
　

会
場
小
金
原
体
育
館
　

費

用
無
料

崋
晋

日
会
場
で

群
体
育
指
導

委
員
・
市
村

音
3
4
2
・
6

1
9
0
番
（
夜
間
の
み
）

松

戸

シ

テ

ィ
フ

ィ

ル

森

の

コ

ン

サ

ー
ト

ー
月
2
6日
㈲
午
後
２
時
開
演
　

会

場
森

の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
ド
ヴ
ォ
ル

ジ
ヤ
ー
ク
ノ
交
響
曲
第
八
番
、
Ｊ
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ノ
ワ
ル

ツ
ポ
ル
カ
集

費
用
千
二
百
円
（
全
席
自
由
）
・
前
売

り
千
円

固
松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
管
弦
楽
団
・

菊
地
音
訓
・
6
7
4
1

番

介護福祉 士 ・看護 婦を募集

対象①介護福祉士＝昭和48 年4 月２日以

降に生まれて介護福祉士の資格を有する

人(資格取得見込者を含 む)② 看護婦＝35

歳までの看護婦の資格を有する人　募集

人員①②とも若干名

※必要書類はお問い合わせください。

圃1 月16 日團 ～24 窗〔土･ 日曜日を除＜〕の

間に、市立福祉医療センター東松戸病院

総務課( ≪391  -5500 番) へ

天体観望会

２月15日出午後5時～7時　会場手賀沼

親水広場　対象小学4年生から中学生ま

でと保護者（高校生以上）･定員50人程度

（先着順） 内容天体望遠鏡で月や星雲を

観察する　講師流山天文愛好会・遠藤雄

三氏ほか　持ち物懐中電灯、双眼鏡（持

っていれば）など　費用無料

※雨天・曇天時は屋内で実施

圉直接または電話で、手賀沼親水広場昔

0471 -84-0555 番へ

乳がん検 診

①1 月28 日(火)②30 日(木)③2 月４日(火)④6

日(木)、各午後2 時～2 時30 分の間に受け付

け　会場①小金保健センター②～④中央

保健センター　対象市内在住の30 歳以上

の女性　 費用100 円(生 活保護世帯・市民

税非課税世帯・老人医療対象者は無料)

惠当日、直接会場で

[固健康課公366-7487 番

外かんの都市計画変更手続きが終了

外かん道路とそれに関連する道路の都

市計画変更手続きは、千葉県都市計画地

方審議会での議決、建設大臣の認可を経

て終了し、千葉県知事より12月20日付け

で告示されました。

ついては、関係図書を縦覧します。

鵄都市計画課計画係

文化 財防火デ ー

１月26 日(日)午 前10 時 ～11 時　 会場戸定

歴史館　内容文化財の防火訓練

[暦社会教育課文化財係25366 ―7462 番

小
金
原
六
丁
目
七
番
住

宅
組
合
で
は
、

新
春
恒
例
と
な
っ
て

い
る
「
元
旦
一
番
歩

こ
う
会
」
を
行

い
ま
し
た
。
午
前
Ｏ

時
に

日
本
道
路
元
標

の
あ
る
日

本
橋
を
出
発

。

途
中

、
浅
草
寺
や
柴
又
帝
釈
天
な
ど
に
参

拝
し

な
が
ら
小
金
原
へ
。
約
三
十
よ
の
道

の
り

を
歩
き
終
え
た
後
も
、
二

十
五
人
の

参
加
者
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

身近な情報をお寄せください。

最後は自宅近くの小金原茂侶神社に参拝

新年を迎えるのに除夜の鐘はなくてはならないもの。こ

こ徳蔵院でも、大勢の人が煩悩を払い、来福を願いながら

鐘をついていました。

日
暮
・
徳
蔵
院

新
年
を
迎
え
る

地区 計画原案 の縦覧

１月20 日舞～2 月３日(月)午 前8 時30 分～

午後5 時( 閉 庁日を除く) 会 場都市計画

課　 内容高柳西部地区( 住宅・都市整備

公団地区)地区計画の原案の縦覧　 区域

高柳新田字jg切 内の全部の区域

固都市計画課計画係

除
夜
の
鐘
を
つ
き
な
が
ら

外国人日本語スピーチコンテスト

千葉高等技術専門校生徒募集

①洋裁科②製図(トレース)科　対象就

職を目的とした18歳以上の女性　定員各

20人　試験日2月13日(木)募集期間1月31

日(金)まで

[固千葉高等技術専門校S043-232-7633

番

森の ホール21 音 楽祭

2月９日(日)午後2 時 から　会場森のホー

ル21　 内容バッハ：ヴァイオリン協奏曲

第2 番･ モ ーツァルト: 協奏交響曲変ホ長

調ほか　 出演豊嶋泰嗣・小 林美恵 ほか

費用3,800 円(全指定席)

[間財松戸市文化振興財団S384 ―5050 番

昨
年
の
大
会
か
ら

2月22 日(士)午後1 時 から　会場市民劇場

対象市内および近郊に在住･ 在学･ 在勤で

①両親とも日本国籍を持だない②在日期

間が通算5 年未満③15 歳 以上④当 コンテ

ストで入賞経験のない人　 募集人員15 人

程度(応 募者多数の場合､書 類選考) テ ー

マ自由(時間は5分以内) 費 用無料

※周りに対象となる人がいたら教えてあ

げてください。

(倒1月31 日廡)ま でに、所定の申込用紙(国

際交流協会にあります) に必要事項を記

入して、スピーチ原稿を添えて、直接ま

たは郵送で〒271 松 戸市根本387 の5松 戸

市役所新館5 階財松戸市国際交流協会へ

'今年はオイラ の`

年だモ～

、 よろし＜ネ ダ

今年は丑( うし)年ですが、都市化

が進んだ市内にも牛を飼っている農

家があります。六実の川井秀行さん

もその一人。以前はたくさん飼って

いる人がいましたが、現在は川井さ

んを含めて3軒のみ。かわいい牛たち

を相手に忙しい毎日を送っています。

常盤平・小金原・
六実支所版

日本橋から小金原まで

元 旦 一 番 歩 こ う 会



今年も皆さんの食卓を飾ります

南部市場で初セリ

松

戸

子

ど

も

劇

場

高

学

年

合

同

例

会１
月
2
6日

㈲
午
後
５
時
～
７
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
マ
ヨ
イ
ガ
の

妖
怪
た
ち
　
費
用
千
五
百
円

靉
松
戸
中
央
子
ど
も
劇
場
・
青
木
昔

誣
・
Ｑ
び１

’」
｛
Ｊ
４
番

子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
考
え
る
集
い

１
月
2
5日
出
午
後
１
時
5
0分
～
４

時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

内
容

パ

ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
い
じ
め

・
不

登
校
を
見

つ
め
て
」
　

パ
ネ
リ

ス
ト
教
育
評
論
家
・
能
重
真
作
氏
ほ

か
　

費
用
無
料

※
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す

棘
子

ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
考
え

る
集

い
実
行
委
員
会

昔
3
4
9
・
1
5
4
4

番

松戸市の食品流通の中核をなす北部市場

と南部市場。　１月５日、南部市場で水産物

と青果の初セリが行われました。

午前７時から始まった青果の初セリでは 、

威勢の良い掛け声とともにねぎやキャベツ

などが次々と競り落とされました。

[鬩南部市場≫362 ―5809 番

社
交
ダ
ン
ス

ー
フ
リ

ー
パ

ー
テ
ィ

ー

ー
月
2
6日
㈲
午
後
２
時
～
５
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

費
用
五
百
円

固
フ
リ
ー
ジ
ア
会

・
小
河

登
3
6
1
・
8

1
5
0
番
（
夜
間
の
み
）

若

者

か

ら

の

メ

ッ

セ
Ｌ

ン

（
私

た

ち

に

も

言

わ

せ

て

Ｉ
・
）

２
月
２
日
㈲
①
仝

体
会

＝
午
前
1
0

時
～
正
午
②
分
科
会

＝
午
後
１
時
～

３
時
3
0分
　

会
場
勤
労
会
館
　

内
容

①

咼
校
生

・
青
年
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
②
市
内
を
四
地
域
に
分
け
て
の
話

し
合
い
　
費
用
四
百
円

※
保
育
あ
り
（
お
や
つ
代
百
円
）

舞

ゆ
き
と
ど

い
た
豊
か
な
教
育
を
求

め
る
松
戸
市
民
集
会
実
行
委
員
会

登

3
6
2
・
3
7
3
8

番

（
松
戸
市
教
職
員

組
合
内
）

今も残る伝統の正月風景

～松にナマスを供える～

裏庭に奉(まつ)ってある愛宕(あたご)様

の正面や自宅玄関前に松を飾り、三が日

の昼食前に松にナマスをお供えします

サ

ー

ク

ル

矢

切
幼

児

教

室

「
こ

ど

も

ク

ラ

ブ

」親
と
保
育
者

の
自
主
運
営
に
よ
る

幼
児

サ
ー
ク
ル
で
す
。

活
動
日

一
年
目
＝
毎
週
水

・
金
曜

日
、
二
年
目
＝
毎
週
火

・
水
・
金
曜

日
　

時
間
午
前
９
時
3
0分
～
Ｈ
時
3
0

分
　
会
場
矢
切
公
民
館

・
公
園
な
ど

対
象
平
成
６
年
４
月
２
日
～
７
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
（
二
年
保
育
）

内
容
集
団
遊
び
・
屋
外
遊
び
・
わ
ら

べ
唄
な
ど
（
二
才
児

こ
二
才
児

の
混

合
保
育
）
　

費
用
一
年
目

＝
月
三
千

五
百
円

、
二
年
目

＝
月
六
千
円

（
入

会
金
五
千
円
）
　
入
会
説
明
会
１
月

2
9日
水
午
前
1
0時
か
ら
矢
切
公
民
館

で棘
佐
藤
昔
3
6
1
・
0
6
1
0

番

（
午
後

２
時
以
降
）

市
立
松
戸
高
校
吹
奏
楽
部
に

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

千
葉
県
実
施
委
員
会
か
ら
感
謝
状

松
戸
駅
西
ロ
デ
ッ
キ
で
街
頭
演
奏

す
る
市
立
松
戸
高
校
吹
奏
楽
部
の

皆
さ
ん

二

十

世

紀

が

丘

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
日
曜
日
、
初
級
＝
午
後
５
時

～
７
時
・
中
級
＝
午
後
７
時
～
９
時

会
場
二
十
世
紀

が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
初
級

＝
月
三
千
円

・
中
級

＝
月

三
千
五
百
円

（
入
会
金
各
二
千
円
）

固
渡
辺

音
3
6
1
・
1
9
8
7

番

袋

も

の

手

工

芸

サ

ー

ク

ル

毎
月
①
第
二

・
第
四
木
曜
日
午
後

１
時
～
３
時
3
0分
②
第
一
木
曜
日
午

後
６
時
3
0分
～
８
時
3
0分
　

会
場
市

民
会
館

費
用
①
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
二
千
円
）
②
月
子
五
百
円
（
入
会

金
千
五
百
円
）

黯
田
玉

音
3
8
5
・
8
7
3
7

番

グ

ロ

ー
ア

ッ

プ

（
英

語

サ

ー
ク

ル

）月
３
回
金
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
北
部
小
学
校
講
座
室
　
内
容
中

学

∇

二
年
生
用

の
教
科
書
を
使
用

費
用
月
二
千
円

（
入
会
金
千
円
）

群
鈴
木

登
3
6
3
・
7
6
7
2

番

演奏会やコンクールのほか地域の行事にも積極的に参加・協力す

るなど、幅広＜活動を行っている市立松戸高佼吹奏楽部。犯罪のな

い明るい社会を築こうと、毎年ワ月に全国的に展開される「社会を

明るくする運動」の街頭広報演奏会にも協力しています。

この功績に対し、第46回「社会を明るくする運動」千葉県実施委

員会から感謝状力唄曽られました。

甕市立松戸高校登385-3201 番

ふ

じ

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　
費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

棘
長
谷

登
3
6
7
・
6
5
6
4

番

松

戸

ペ
ン

習

字

ク

ラ

ブ

毎
月
第
一
・
第
一
∵

第
四
金
曜
日

午
前
９
時
3
0分
～
正
午
　
会
場
市
民

会
館

費
用
月
二
千
三
百
円
（
入
会

金
二
千
円
）

羆
坂
間

昔
3
4
2
・
2
7
9
4

番

津
軽
こ

ぎ
ん

刺
し
の
会

毎
月
第
三
木
曜
日
午
後
６
時
3
0分

～
９
時
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
費
用
月
千
二
百
円
（
入
会

金
二
千
円
）

顏
田
中
昔
3
4
5
・
1
6
1
2

番

松
戸

折
り
紙

サ

ー
ク
ル

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日
午
後
１

時
～
４
時
　

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ

う
ま
つ
ど
　
費
用
月
千
円

（
材
料
費

別
・
入
会
金
な
し
）

棘
渡
辺
昔
3
6
5
・
2
6
8
2

番

東 松 戸 病 院 健 康 塾

１ 月22 日（水）午 後 １

時 ～ ２ 時30 分　 会 場

東 松 戸 病 院 大 会 議 室

内 容 講 演 「加 齢 に 伴

う 排 尿 障 害 に つ い

て 」　 講 師 泌 尿 器 科

部長・阿部功一氏　定員先着100 人　費

用無料

惠電話で東松戸病院保健福祉医療室登

391 -5500 番へ

ふ れあい教室｢ 初 級ワープロ 講座｣

① ２月３日(月卜 ６日米②２月17 日(月卜

19 日冰)･21 日(金)③ ２月24 日(月卜27 日米 、

各午後６時30 分～８時30 分　会場勤労会

館　 対象市内在住・在勤の勤労者　 定員

各10 人( 抽 選)　 費用無料

匣 １月23 日 休)〔消印有効〕までに、往復

ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・

勤務先・希望 する日程 を記入して、〒

271 松戸 市根本387 の5 松 戸市役所商工観

光課労政係へ

博 物館考 古学 講座｢ 考 古 学 から見 た

日本 の歴史／旧石 器 ・縄文時代 編｣

２月９日(日)・23 日剛 ・３月９日(日)・20

日(㈹・23 日(日)・ ４月６日⑧、各午前10 時

～正午　 講師松尾昌彦( ↑専物館学芸員)

対 象一般( 全回出席できる人) 定 員30

人( 抽選)

[単]２月１日出〔必着〕までに、往復ハガ

キに住所・氏名・電話番号を記入して、

〒270 松戸 市子駄堀671 市立 博物館考古

学講座係(S384-8272 番) へ

文化講演会「毛利元就」

２月８日出か

毛 利元就 展－ そ の時代 と卒 宝

いろいろおどしはらまき
色 々 威 腹 巻

ら３月30 日(日)ま

で東京都美術館

で開かれる｢ 毛

利元就展～その

時代と至宝～｣

鑑賞の理解を深

める講演会

２月６日團午

後１時30 分～３

時30 分　 会場市　　 〈重文〉毛利博物館

21世紀の森と広場パークセンターの催し
※1 のみ会場

は金ケ作育

苗圃(ほ)園

※２のみ材料

費1500 円。

その他は無

料

惠電話でパー

クセンター昔

345-8900

番へ

行　事　名 日　時 講　 師 定員

園芸教室「冬を彩る 植物～セ

ンリョウ･ フクジュソウほか」

1/ 犒 日）

午後1 時30 分～3 時

みどりの相談員

小林喜代次氏
30 人

園芸教室
｢自 然農薬の使い方｣

1 /22W

午後1 時30 分～3 時

みどりの 相談員

小林鶴太郎氏
30 人

自然観察会
｢冬鳥ウ ォツチング｣

1 /25圉

午前10 時～正午

山階鳥類 研究所

鶴見みや古氏
30 人

みどりの講 習会

｢冬のグリーンインテリ ア｣

1 /26(日)

午後IE侍30分～3 時30 分

E沛ｲﾝ ﾄﾞｱ詭戸ﾝ 協会

吉田幸夫氏
40 人

園芸教室　　　　　 ※１

｢落 葉樹の植えつけ｣

２／５團

午後1時30 分～3時

みどりの 相談員

田口峯男氏
25 人

みどりの 講習会　　 ※２
｢バレンタインのコサージュ｣

２／９(日)

午後IE侍30分～3 時30 分

フラワーデザイナー

丸尾三恵子氏
24 人

レ クチャ ーコンサ ート｢ ハ ープ とと

も に｣

２月４日㈹午後１時30 分開演　 会場市

民劇場　 出演ハープ＝早川りさこ氏、ヴ

ァイオリン＝桐山なぎさ氏　定員330 人

(抽 選)　 費用無料

陣]１月22 日冰)〔必着〕までに、往復ハガ

キに住所・氏名・電話番号を記入して、

〒271 松 戸 市松戸2060 市 立 図書館( 登

365-5115 番)へ

※ハガキ１枚に４人まで記入できます。

民劇場　内容毛利家伝来の絵画～雪舟筆

山水長巻を中心として～　講師明治学院

大学助教授・山下裕二氏　 定員330 人( 抽

選) 費用無料

※参加者に毛利元就展の招待券を１枚差

し上げます。

匣]１ 月24 日(金)〔必着〕までに、往復ハガ

キに住所・氏名・電話番号 を記入して、

〒271 松戸 市松戸2060 市 立 図書館( 昔

365-5115 番) へ

※ハガキ１枚に１人記入してください。

催
し
物 本庁・矢切・

東部支所版

お
正

月
に

は
、
年

神
様
を

お
迎
え

し
、

こ

の

一
年

が
良

い
年
に

な
る

よ
う
に

お

願

い
す

る
行

事

が
あ
ち
こ

ち
で

行

わ
れ

て

い
ま
し
た

。

市

街

化
か

進
み

、
今
で

は

あ
ま
り

見

ら

れ

な
く

な
り
ま

し
た

が
、
下

矢
切

の

平

川

さ
ん
宅

で
行

わ

れ
て

い
る

「
松

に

ナ
マ

ス
を
供
え

る
」

の
は
、
こ

の
地

域

の
人

た
ち

に
昔

か
ら
受

け
継

が
れ
て

い

る
正

月

行
事

の

一
つ
で
す

。

忘
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去
ら
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っ
っ
あ
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ま

す

が
、
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か
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の
正
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行
事

を
大
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い
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す
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